
令和6年度 武蔵野大学附属幼稚園 教員自己評価報告

令和7年6月に行った教員自己評価の結果を公開いたします。結果は教育・保育の更なる向上のために活用してまいります。

【対象】専任教員（12名）　【評価基準】5：とてもあてはまる／4：ややあてはまる／3：どちらともいえない／2：あまりあてはまらない／1：まったくあてはまらない

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

園の教育理念や教育方針を理解している。 5 6 0 1 0 42% 50% 0% 8% 0%

園の方針や園長等の考えについて園長等や教職員と話し合っている。 7 3 1 1 0 58% 25% 8% 8% 0%

園の目指す幼児の姿を具体的にイメージできる。 5 5 1 1 0 42% 42% 8% 8% 0%

幼稚園教育要領および園の教育課程を理解している。 5 5 2 0 0 42% 42% 17% 0% 0%

幼児の姿や教師のかかわりなど具体的に想定して教育課程を編成している。 5 5 2 0 0 42% 42% 17% 0% 0%

園の教育課程は、幼児の実態や地域性などを考慮しながら必要に応じ再編成している。 2 7 0 2 1 17% 58% 0% 17% 8%

園の教育理念や幼稚園教育要領を踏まえた指導計画を立てている。 4 7 1 0 0 33% 58% 8% 0% 0%

個々の幼児の理解と発達状況に対応した指導計画を作成している。 3 8 1 0 0 25% 67% 8% 0% 0%

日々の保育の記録をとり反省や検討をし次の指導計画に生かしている。 4 5 2 0 1 33% 42% 17% 0% 8%

安全で清潔感のある環境構成をしている。 4 6 1 1 0 33% 50% 8% 8% 0%

幼児の自発的活動を引き出す用具や材料などを適切に準備し配置している。 4 7 1 0 0 33% 58% 8% 0% 0%

季節や幼児の実際の活動などにあわせて、的確に環境を再構成できる。 4 8 0 0 0 33% 67% 0% 0% 0%

自分の保育と計画の評価・反省を日々行うように努めている。 5 3 3 1 0 42% 25% 25% 8% 0%

評価・反省したことは、次の保育・計画に生かすようにしている。 5 5 1 1 0 42% 42% 8% 8% 0%

評価・反省にあたっては、他の教師にも意見を求め参考としている。 5 3 3 1 0 42% 25% 25% 8% 0%

8 4 0 0 0 67% 33% 0% 0% 0%

幼児同志のかかわりにも目を配るなどして、友達関係を把握している。 4 8 0 0 0 33% 67% 0% 0% 0%

一人ひとりの興味や関心をもっていることを理解している。 4 8 0 0 0 33% 67% 0% 0% 0%

登園時の視診を徹底し、常に幼児の体調面に配慮している。 9 2 0 1 0 75% 17% 0% 8% 0%

体調不良の幼児に休息をとらせたり家庭へ連絡するなど適切な処置をしている。 9 2 0 1 0 75% 17% 0% 8% 0%

健康面や安全面で、幼児へ気をつけるよう適切な言葉がけができている。 8 3 0 1 0 67% 25% 0% 8% 0%

個々の幼児の特性を理解し、発達状態や仲間関係などを的確に把握している。 2 8 2 0 0 17% 67% 17% 0% 0%

個々の幼児の特性に応じた、適切な援助を行っている。 1 11 0 0 0 8% 92% 0% 0% 0%

善悪の判断や思いやりの気持ちなどを、適切な言葉と行動で示している。 5 6 1 0 0 42% 50% 8% 0% 0%

チェック項目 心がけている点（抜粋）
自己評価基準（人数） 自己評価基準（％）
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計

画
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1

教

育

理

念

・園長先生のお考えをよく聞いた上で、私たち

職員の意見交換をしつつ話し合いを重ねてい

る。

・本園の子どもの目指す像である子どもの高い

自己肯定感、深い探究心を意識した子どもの

関わり方を心がけています。特に子どものいいと

ころ、頑張っていることを大いに認め、自信につ

ながるような声掛けを意識しています。

2

教

育

課

程

・幼稚園教育要領について、あらためて読み込

み理解を深めなければと思う。

・今いろいろな子どもへの対応、配慮が必要とさ

れている。子どもが考えて選択をしたことを応援

し受け止める。

3

指

導

計

画

・子どもが今どんなことに興味を持っているのかを

把握し、展開を考え環境を整えたり、経験させ

たいことを念頭に月のカリキュラムを立案してい

る。

・本園の子どもの目指す像である子どもの高い

自己肯定感、深い探究心を意識したねらいや

振り返りをする際、担任がどのような言動をした

ら子どもの姿はどうなったか、環境設定によって

子どもの姿だったかなど記録をして次回に活かせ

るようにしています。

4

環

境

構

成

・幼児の興味、関心が翌日にも繋がるよう、手

に届きやすいよう道具や材料を用意し、環境設

定をしている。

・今の子どもたちが興味あることや関心を持って

いることにアンテナをはり、それがより広がるような

環境を構成するよう心掛けている。

5

評

価

反

省

・少しでも迷いがあったり疑問を持ったことは、他

の保育者に相談したり、意見を出し合ってい

る。

・自分を過大評価せず、反省すべきこと、悩ん

でいることは他の職員と共有し、上司の助言を

もらいながら保育を進めている。

・子ども同士の関わりをよく把握し、保護者とも

共有するようにしている。

・一人ひとりをよく観察するように心がけている

が、足りないこともあると思うので、副担任の保

育者と情報交換し幼児理解に努めている。

2

健

康

安

全

・すれ違う子に挨拶をし、変化に気づけるように

心がけている。

・ここを怠ったり、足りていないと間違えなく保護

者の不信感に繋がる。なるべく朝登園したときと

同じ姿で帰したいと思いながら保育をしている。

3

幼

児

対

応

・個々と関わることで個性を理解しようと努力し

ている。特性のある子に関しては、周囲の保育

者とも連携し、幼児にあった援助を共有するよう

に努力はしている。

・出来るだけ多くの子と関わり、その子自身を理

解するよう心掛けている。気になる子については

保護者にも様子を聞いたり、前担任などにも意

見を求め、多方面からその子について理解した

り、適切な援助を行えるように心がけている。

(2)

実

践

力

1

幼

児

理

解



幼児と同じ目線にたってものを見つめ、幼児の思いに寄り添おうとしている。 8 4 0 0 0 67% 33% 0% 0% 0%

幼児が自発的に活動できるような言葉がけや働きかけに努めている。 8 4 0 0 0 67% 33% 0% 0% 0%

幼児の個性や性格、年齢や発達差に応じたかかわり方に努めている。 6 6 0 0 0 50% 50% 0% 0% 0%

個々の幼児を大切にし、幼児同志もお互いを大切にする学級になっている。 5 4 3 0 0 42% 33% 25% 0% 0%

学級のことについて、担任以外の教職員とも情報交換できる環境にある。 6 5 0 1 0 50% 42% 0% 8% 0%

日常的に保護者と幼児に関する情報交換がなされ、意思疎通ができている。 3 8 0 1 0 25% 67% 0% 8% 0%

研修会や研究会には自己課題をもって進んで参加している。 4 4 4 0 0 33% 33% 33% 0% 0%

自分の得意な分野だけでなく、不得意な分野についても積極的に研修している。 2 4 4 1 1 17% 33% 33% 8% 8%

保育技術の習得に止まらず、幼児観や保育観の確立にも努めている。 5 4 3 0 0 42% 33% 25% 0% 0%

機会あるごとに幼稚園教諭として専門知識や技能を身につけようと努力している。 4 5 3 0 0 33% 42% 25% 0% 0%

仕事の手順をよく考え、能率よく処理するよう努めている。 5 5 1 1 0 42% 42% 8% 8% 0%

同僚や保護者とも積極的に交わる中から多くを学ぼうと努めている。 5 5 2 0 0 42% 42% 17% 0% 0%

園の行事等のタイム・スケジュールを適切に管理できる。 0 6 4 2 0 0% 50% 33% 17% 0%

一日の保育の流れや自分の職務の流れなど時間管理ができる。 2 6 3 1 0 17% 50% 25% 8% 0%

園だよりやクラスだよりなどの保育情報を的確に管理できる。 2 6 4 0 0 17% 50% 33% 0% 0%

家庭との連携が密で、個々の幼児の家庭での生活の様子を把握している。 2 8 1 1 0 17% 67% 8% 8% 0%

クラスだよりや連絡帳などを工夫して、幼児の様子を知らせている。 4 5 2 1 0 33% 42% 17% 8% 0%

事故や問題が起きた場合の、保護者への説明や対応が迅速かつ的確である。 7 4 0 1 0 58% 33% 0% 8% 0%

地域の人材や施設や自然などを保育に組み入れようとする意識をもっている。 3 6 1 2 0 25% 50% 8% 17% 0%

地域のボランティア団体などにも積極的に参加している。 1 0 5 2 4 8% 0% 42% 17% 33%

卒業後も卒園児やその保護者と連絡をとりあい、長期的に連携している。 3 5 0 2 2 25% 42% 0% 17% 17%

保育の向上に向けた職員同士のチームワークができている。 2 6 3 1 0 17% 50% 25% 8% 0%

何でも気楽に園長や教頭や主任教諭などの上司に報告・連絡・相談ができる。 6 4 1 1 0 50% 33% 8% 8% 0%

クラスに関係なく、その場にいた教師が適切な言葉がけや対応をしている。 2 6 2 2 0 17% 50% 17% 17% 0%

4.42 5.31 1.42 0.67 0.19 37% 44% 12% 6% 2%

教
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4

保

育

態

度

・幼児の思いに寄り添うことは１番大切にしてい

る。

・子どもが自分の思いを伝えやすいよう雰囲気

づくりを心かけている。思いを伝えたい気持ちに

寄り添い、時間をかけて話を聞くようにしている。

5

学

級

経

営

・とことん子どもと関わること、遊ぶことなどコミュニ

ケーションをとることで子どもを理解し、信頼関係

を築けるような時間を多く取ってきた。

・一人はみんなのために、みんなは一人のため

に。みんなちがってみんないいを実際クラス運営

をするにあたり実践していることの一つだ。自分

はクラスの一員であると感じられることが心地よく

て安心できて幸せと一人ひとりが思えるクラスに

していきたい。

6

研

修

研

究

・毎月1回、元白梅大学教授の保育ラボに参

加し、自分の保育課題を出して、他の方の意

見を聞いたり、テーマを設定し学んでいる。

・ピアノが苦手であるため、学内にいるピアノの先

生に弾き方を教えてもらっています。仕事後も

練習して子どもが歌を楽しく歌えるように心がけ

ています。

7

資

質

向

上

・長期休み中は研修会に参加し、様々な情報

を吸収しようとしている。また、保育経験が多い

先生に保育の相談をして保育に活かそうと努め

ています。

・効率よく、かつ丁寧に、かつ正確に。すべてが

子どものためになるように。これがプロ。

自己評価基準平均（人数・％）

素

養

関

係

(1)

関

係

性

1

保

護

者

・お迎えの時に、今日の様子を一言でも伝える

ようにしている。また、バス降園の保護者には、

問題があった時は小さな出来事でも電話連絡

するようにしている。

・保護者にも積極的に自分から関わりに行き、

信頼関係を築ける様心掛けている。

2

地

域

社

会

・地域とのつながりは薄く課題である。卒園生と

のつながりへの取り組みは多くはないが、大事に

している。

・今年度は保護者の活躍の場が多い為、こう

いった機会を通して園と地域との交流を広げて

いきたい。

3

上

司

同

僚

・自分自身は他の教員と積極的に関わるように

し、チームワークを持って保育に取り組むよう心

掛けていた。

・信頼できる上司がいることで安心して仕事に

向き合うことができる。誠実でいられる。一方で

職員の意識改革や対応に差に連携した保育

ができないことが悩み出あり不安だ。

(3)

管

理

力

1

保

育

管

理

・私が行う時間・スケジュール管理は曖昧な部

分が多いため、記録を徹底して次年度につなげ

ていきたい。

・行事等のスケジュールなどは、子どもを惑わせ

ない様に頭に入れつつ、その時々の状況によっ

て他の職員とも協力しながら臨機応変に対応

できるように心がけている。

・仕事があると今日中になりたい性格で、やりき

ると時間がかかってしまうため、やるべきことをリス

ト化し、仕事の優先準備を決めて仕事を進め

ようとしています。

(2)

実

践

力


